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(57)【要約】
【課題】リン酸含有水溶液をエンチング孔の内部まで確実に浸透させることにより、欠陥
部を効果的に除去し、アルミニウム電解コンデンサの信頼性を向上可能なアルミニウム電
解コンデンサ用電極箔の製造方法を提供する。
【解決手段】
　エッチングされたアルミニウム箔表面に陽極酸化皮膜を形成するアルミニウム電解コン
デンサ用電極箔の製造方法において、所定の化成電圧まで陽極酸化を行ったアルミニウム
箔を、リン酸含有水溶液中にアルミニウム箔を浸漬し超音波を印加する減極処理を行う。
減極処理では、リン酸含有水溶液の温度を４０～８０℃とし、該リン酸含有水溶液中への
アルミニウム箔の浸漬時間を５～１５分とする。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エッチングされたアルミニウム箔表面に陽極酸化皮膜を形成するアルミニウム電解コン
デンサ用電極箔の製造方法において、
　所定の化成電圧まで陽極酸化を行ったアルミニウム箔を、リン酸含有水溶液中に浸漬し
て超音波を印加する減極処理を行うことを特徴とするアルミニウム電解コンデンサ用電極
箔の製造方法。
【請求項２】
　前記減極処理は、リン酸含有水溶液の温度を４０～８０℃とし、該リン酸含有水溶液中
へのアルミニウム箔の浸漬時間を５～１５分とすることを特徴とする請求項１に記載のア
ルミニウム電解コンデンサ用電極箔の製造方法。
【請求項３】
　前記アルミニウム箔は、少なくとも直流エッチングにより、トンネル状のエッチングピ
ットが形成されていることを特徴とする請求項１または２に記載のアルミニウム電解コン
デンサ用電極箔の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アルミニウム電解コンデンサ用電極箔の製造方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、アルミニウム電解コンデンサ用電極箔では、エッチングにより表面積を拡大した
アルミニウム箔を、陽極酸化して形成される酸化アルミニウム皮膜を誘電体として利用す
る。
【０００３】
　具体的には、エッチングされたアルミニウム箔を水和処理後、ホウ酸、リン酸、アジピ
ン酸、またはその塩の水溶液中で、所定電圧を印加して陽極酸化皮膜を形成（化成）する
。この陽極酸化皮膜の内部にはボイド等の欠陥が多数存在しており、これを除去するため
に熱水処理や熱処理等の減極処理、および再化成処理を数回行っている。
【０００４】
　しかしながら、この方法では製品の漏れ電流を低減させるのに限度があり、近年要求の
強いアルミニウム電解コンデンサの高信頼性化や長寿命化に十分応えることができない。
　そこで、熱水ボイル工程と熱処理工程とリン酸含有水溶液への浸漬工程とを組み合わせ
ることにより、ボイド等の欠陥部を効果的に暴露させる方法が提案されている（例えば、
特許文献１参照）。
【特許文献１】特開昭６２－１３４９２０公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１の方法は、ボイド等の欠陥部を暴露させる方法として効果的であるが、陽極
箔の高容量化や高耐圧化に伴って、エッチング処理により生成したエッチング孔の孔径が
化成処理により小さくなった場合、リン酸等の粘性の高い溶液が細孔内部まで浸透せず、
内部に存在するボイド等の欠陥部が暴露しないという問題がある。
【０００６】
　上記問題点に鑑みて、本発明の課題は、リン酸含有水溶液をエッチング孔の内部まで確
実に浸透させることにより、欠陥部を効果的に除去し、アルミニウム電解コンデンサの信
頼性を向上できるアルミニウム電解コンデンサ用電極箔の製造方法を提供することにある
。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
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　上記課題を解決するために、本発明では、エッチングされたアルミニウム箔表面に陽極
酸化皮膜を形成するアルミニウム電解コンデンサ用電極箔の製造方法において、所定の化
成電圧まで陽極酸化を行ったアルミニウム箔を、超音波を印加したリン酸含有水溶液中に
浸漬して減極処理を行うことを特徴とする。
【０００８】
　本発明では、エッチングされたアルミニウム箔に所定の化成電圧まで陽極酸化を行った
後、熱水ボイル工程や熱処理などによる減極処理に代えて、または、これらの減極処理の
一方若しくは双方に加えて、超音波を印加したリン酸含有水溶液にアルミニウム箔を浸漬
させる減極処理を行う。
【０００９】
　本発明において、前記減極処理で、超音波を印加したリン酸含有水溶液の温度を４０～
８０℃とし、該リン酸含有水溶液中へのアルミニウム箔の浸漬時間を５～１５分とするこ
とが好ましい。
【００１０】
　本発明に係るアルミニウム電解コンデンサ用電極箔の製造方法は、特に、中高圧用の陽
極箔の製造に適しており、かかる用途に用いられる前記アルミニウム箔には、少なくとも
直流エッチングにより、トンネル状のエッチングピットが形成されている。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明では、エッチングされたアルミニウム箔に所定の化成電圧まで陽極酸化を行った
後、リン酸含有水溶液にアルミニウム箔を浸漬して超音波を印加する減極処理を行うので
、細孔内部までリン酸が効率よく浸透し、内部に存在するボイド等の欠陥部まで十分に暴
露させることができる。
　それ故、再化成処理により、暴露した欠陥部を修復することで、漏れ電流が小さいアル
ミニウム電解コンデンサ用電極箔を製造することができ、かかるアルミニウム電解コンデ
ンサ用電極箔を用いると、アルミニウム電解コンデンサの信頼性を向上させることができ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　本発明では、アルミニウム電解コンデンサ用電極箔（陽極箔）を製造する際、エッチン
グ工程の後、陽極酸化を行う。
　また、本発明では、エッチング箔に所定の化成電圧まで陽極酸化を行った後、熱水ボイ
ル工程や熱処理などによる減極処理に代えて、またはこれらの減極処理の一方若しくは双
方に加えて、リン酸含有水溶液（例えば、１～１００ｇ／Ｌのリン酸水溶液）中にアルミ
ニウム箔を浸漬して超音波を印加する減極処理を行い、しかる後に再化成処理を行う。
　本発明において、リン酸含有水溶液中での減極処理では、リン酸含有水溶液の温度を４
０～８０℃とし、当該リン酸含有水溶液中へのアルミニウム箔の浸漬時間を５～１５分と
するのが好ましい。
【実施例】
【００１３】
　以下、実施例に基づいて、本発明をより具体的に説明する。
【００１４】
　［実施例１～７］超音波処理時間比較、リン酸含有水溶液の液温６０℃
　本発明の実施例１～７では、直流エッチングが施された中高圧用のアルミニウム箔を高
温の純水に１０分間浸漬し水和皮膜を形成した後、ホウ酸アンモニウム水溶液中にて、液
温８５℃で５００Ｖまで化成電圧を上昇させ、同電圧を５０分間保持した。
【００１５】
　そして、数回の５５０℃５分間での熱処理、およびホウ酸アンモニウム水溶液中での修
復化成を行った後、したリン酸含有水溶液中に浸漬し超音波を印加する減極処理を行う。
　ここで行う減極処理の条件は、リン酸含有水溶液の液温が６０℃であり、浸漬時間につ
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いては、表１に「超音波処理時間」として示すとおりである。
【００１６】
　しかる後に、ホウ酸アンモニウム水溶液中での修復化成を行う。
【００１７】
　（従来例１、比較例１）
　なお、従来例１は、リン酸含有水溶液中での減極処理を行わない以外は、実施例１～７
と同様であり、比較例１は、リン酸含有水溶液中への浸漬処理を行う際、超音波を印加し
ない以外は実施例１～７と同様である。なお、比較例１では、リン酸含有水溶液の液温６
０℃、浸漬時間５分間とした。
【００１８】
　以上の条件で作製した化成箔に、３００Ｖおよび４００Ｖの電圧印加３分後の漏れ電流
値を表１に示す。
【００１９】
【表１】

【００２０】
　［実施例３、８～１４］超音波処理温度比較、浸漬時間５分
　本発明の実施例３、８～１４では、直流エッチングが施された中高圧用のアルミニウム
箔を高温の純水に１０分間浸漬し水和皮膜を形成した後、ホウ酸アンモニウム水溶液中に
て、液温８５℃で５００Ｖまで化成電圧を上昇させ、同電圧を５０分間保持した。
【００２１】
　そして、数回の５５０℃５分間での熱処理、およびホウ酸アンモニウム水溶液中での修
復化成を行った後、リン酸含有水溶液中に浸漬し超音波を印加する減極処理を行う。
　ここで、減極処理の条件は、浸漬時間が５分であり、リン酸含有水溶液の液温は、表２
に「超音波処理温度」として示すとおりである。
【００２２】
　しかる後に、ホウ酸アンモニウム水溶液中での修復化成を行う。
【００２３】
　（従来例１、比較例１）
　なお、従来例１は、リン酸含有水溶液中での減極処理を行わない以外は実施例３、８～
１４と同様であり、比較例１は、リン酸含有水溶液中への浸漬処理を行う際、超音波を印
加しない以外は実施例３、８～１４と同様である。なお、比較例１では、リン酸含有水溶
液の液温が６０℃であり、浸漬時間は５分間である。
【００２４】
　以上の条件で作製した化成箔に３００Ｖおよび４００Ｖの電圧印加３分後の漏れ電流値
を表２に示す。
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【００２５】
【表２】

【００２６】
　［評価結果］
　表１および表２から明らかなように、浸漬時間が５分未満か、または浸漬温度が４０℃
未満の場合、減極処理が不十分なため欠陥部が暴露せず残り、化成箔の漏れ電流の低減効
果は見られない。
【００２７】
　また、浸漬時間が１５分を超えるか、または浸漬温度が８０℃を超えると、酸化皮膜の
溶解が生じ、修復化成時に新たな欠陥部の多い酸化皮膜が形成されるので、漏れ電流が高
くなる傾向にある。
【００２８】
　それ故、リン酸含有水溶液中で超音波を印加する減極処理については、浸漬時間が５～
１５分、浸漬温度が４０～８０℃であることが好ましい。このような条件によれば、従来
例および比較例と比較して、漏れ電流を大幅に低減したアルミニウム電解コンデンサ用電
極箔を製造することができる。
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